

「東久留米市児童発達支援センター開設計画」新旧対照表
	変更後
	変更前

	Ｐ４

（３）市の児童発達支援事業の現況

昭和５４年のわかくさ学園設立時は、同園が市内で唯一の障害児療育を行う施設でありましたが、その後、児童福祉法の改正などにより、児童発達支援事業の基準設定が工夫され、様々な事業主体により「児童発達支援事業」として障害児療育が行われるようになりました。こうした中、本市においても、民間事業所３カ所で児童発達支援事業が展開されております。
【利用実績】
[image: image1.emf]※利用者数は３１年３月実績、1日あたりの利用者数
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（３）市の児童発達支援事業の現況

昭和５４年のわかくさ学園設立時は、同園が市内で唯一の障害児療育を行う施設でありましたが、その後、児童福祉法の改正などにより、児童発達支援事業の基準設定が工夫され、様々な事業主体により「児童発達支援事業」として障害児療育が行われるようになりました。
こうした中、本市においても、民間事業所３カ所で児童発達支援事業が展開されており、徐々に障害児療育の裾野が広がり、できる限り身近な場所で支援を受けられるような体制が整いつつあります。なお、平成３１年４月現在のわかくさ学園の定員は３５人、同月の利用実績はほぼ同数程度であり、市内民間事業所３カ所の定員数総計は３０人、同月の利用実績はほぼ半数程度となっています。
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（２）実施事業

実施事業は以下のとおりとします。支援センター移行後は現在行っている事業に加え、新たに巡回相談による民間事業所への助言指導、保育所等訪問支援を実施し、地域支援事業の拡充を図るとともに、地域連携事業の拡充にも努めてまいります。
	Ｐ５

（２）実施事業
　実施事業は以下のとおりとします。支援センター移行後は現在行っている事業に加え、新たに巡回相談による民間事業所への助言指導、保育所等訪問支援を実施し、地域支援事業の拡充に努めてまいります。
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①児童発達支援事業
〇定員
現行のわかくさ学園の指導訓練室３部屋について、各部屋ごとに活動スペースの面積を、児童発達支援センター1人当たりの床面積の基準で除すると、定員は２８名となりますが、より多くの定員を確保するため、指導訓練室に設置している棚や物入れを改修し、更なる室内の活動スペースを設けることにより、３２名までの受け入れが可能となる予定です（改修費用については、今年度の補正予算で対応する予定です）。


	Ｐ７
①児童発達支援事業
〇定員

現行のわかくさ学園の指導訓練室である３部屋の活動スペースの面積を、児童発達支援センター1人当たりの床面積の基準で除すると、定員は28名となりますが、より多くの定員を確保するため、指導訓練室に設置している棚や物入れを改修し、更なる室内の活動スペースを設けることにより、３２名までの受け入れが可能となる予定です（改修費用については、今年度の補正予算で対応する予定です）。
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①児童発達支援事業

〇その他

支援センター化後の定員等については、利用者の保護者を含め広く情報提供に努めます。
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①児童発達支援事業

〇その他

支援センター化後の定員等については、利用者を含め広く情報提供に努めます。
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（７）開設スケジュール

１１月・・・「東久留米市児童発達支援センター開設計画（案）」に対するパブリックコメントの実施結果の公表
　　　　　「東久留米市児童発達支援センター開設計画」の策定
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（７）開設スケジュール
１０月・・・「東久留米市児童発達支援センター開設計画（案）」に対するパブリックコメントの実施結果の公表
　　　　　「東久留米市児童発達支援センター開設計画」の策定


	Ｐ１２
４　地域における支援体制の構築に向けて

	Ｐ１２

４　地域支援体制の構築に向けて



【資料１－３】
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